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(57)【要約】
本発明は、送受信ポイントとユーザ端末がインターバン
ド（inter-band）で互いに異なる設定を有し、ＴＤＤ（
Time Division Duplex）方式により通信するシステムに
関するものである。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）及びセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）を含む少なくとも２つ
のサービングセルから構成され、前記ＰＣｅｌｌ及び前記ＳＣｅｌｌは、異なる時分割復
信（ＴＤＤ）アップリンク－ダウンリンク（ＵＬ－ＤＬ）設定を有するユーザ端末であっ
て、
前記ＳＣｅｌｌに対する基準ＴＤＤ設定によって決定されたアップリンクサブフレームに
おいて第１の肯定応答／否定応答（Ａ／Ｎ）を送信するように設定された送信部と、
前記ＳＣｅｌｌ上で物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の送信に対応する前記
第１のＡ／Ｎと、
前記ＳＣｅｌｌに対する前記基準ＴＤＤ設定は、表１において前記ＰＣｅｌｌ及び前記Ｓ
ＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定に対する１つ以上の基準ＴＤＤ設定からアップリンク
サブフレームの最大数を有し、
【表１】

表１における各基準ＴＤＤ設定は、表２において定義されるサブフレーム‘ｎ’に対する
ダウンリンクアソシエーションセット・インデックス（Ｋ：｛ｋ０，ｋ１，・・・ｋＭ・
・・１｝）を示し、

【表２】

サブフレーム（ｎ － ｋｉ）（０ ≦ ｉ ≦ Ｍ － １）におけるＰＤＳＣＨに対するＡ／
Ｎ設定は、サブフレーム‘ｎ’において送信される、ユーザ端末。
【請求項２】
前記送信部はＰＣｅｌｌのための基準ＴＤＤ設定により決定されたアップリンクサブフレ
ームにおいて第２のＡ／Ｎを送信するように構成され、前記第２のＡ／Ｎは前記ＰＣｅｌ
ｌのＰＤＳＣＨに対応し、
前記ＰＣｅｌｌのための基準ＴＤＤ設定は前記ＰＣｅｌｌの前記ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定
である、請求項１に記載のユーザ端末。
【請求項３】
前記１つ以上の基準ＴＤＤ設定が前記ＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定を含む場合、
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前記ＳＣｅｌｌのための前記基準ＴＤＤ設定は前記ＳＣｅｌｌの前記ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ
設定である、請求項１に記載のユーザ端末。
【請求項４】
プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）及びセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）を含む少なくとも２つ
のサービングセルから構成され、前記ＰＣｅｌｌ及び前記ＳＣｅｌｌは、異なる時分割復
信（ＴＤＤ）アップリンク－ダウンリンク（ＵＬ－ＤＬ）設定を有するユーザ端末から肯
定応答／否定応答（Ａ／Ｎ）を送信する方法であって、
前記ＳＣｅｌｌに対する基準ＴＤＤ設定によって決定されたアップリンクサブフレームに
おいて第１の肯定応答／否定応答（Ａ／Ｎ）を送信し、前記第１のＡ／Ｎは前記ＳＣｅｌ
ｌ上で物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の送信に対応し、
前記ＳＣｅｌｌに対する前記基準ＴＤＤ設定は、表１において前記ＰＣｅｌｌ及び前記Ｓ
ＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定に対する１つ以上の基準ＴＤＤ設定からアップリンク
サブフレームの最大数を有し
【表１】

表１における各基準ＴＤＤ設定は、表２において定義されるサブフレーム‘ｎ’に対する
ダウンリンクアソシエーションセット・インデックス（Ｋ：｛ｋ０，ｋ１，・・・ｋＭ・
・・１｝）を示し、

【表２】

サブフレーム（ｎ －ｋｉ）（０ ≦ ｉ ≦ Ｍ －１）におけるＰＤＳＣＨに対するＡ／Ｎ
設定は、サブフレーム‘ｎ’において送信される、ユーザ端末による肯定応答／否定応答
（Ａ／Ｎ）を送信する方法。
【請求項５】
前記ＰＣｅｌｌに対する基準ＴＤＤ設定によって決定されるアップリンクサブフレームに
おける第２のＡ／Ｎを送信することをさらに含み、前記Ａ／Ｎは前記ＰＣｅｌｌのＰＤＳ
ＣＨに対応し、
前記ＰＣｅｌｌに対する前記基準ＴＤＤ設定は前記ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定
である、請求項４に記載のユーザ端末による肯定応答／否定応答（Ａ／Ｎ）を送信する方
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法。
【請求項６】
前記１つ以上の基準ＴＤＤ設定が前記ＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定を含む場合、
前記ＳＣｅｌｌのための前記基準ＴＤＤ設定は前記ＳＣｅｌｌの前記ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ
設定である、請求項４に記載のユーザ端末による肯定応答／否定応答（Ａ／Ｎ）を送信す
る方法。
【請求項７】
プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）及びセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）を含む少なくとも２つ
のサービングセルから構成され、前記ＰＣｅｌｌ及び前記ＳＣｅｌｌは、異なる時分割復
信（ＴＤＤ）アップリンク－ダウンリンク（ＵＬ－ＤＬ）設定を有するユーザ端末と通信
する送受信ポイントであって、
前記ＳＣｅｌｌに対する基準ＴＤＤ設定によって決定されたアップリンクサブフレームに
おいて前記ユーザ端末から第１の肯定応答／否定応答（Ａ／Ｎ）を受信するように設定さ
れた受信部と、前記ＳＣｅｌｌ上で物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の送信
に対応する前記第１のＡ／Ｎと、
前記ＳＣｅｌｌに対する前記基準ＴＤＤ設定は、表１において前記ＰＣｅｌｌ及び前記Ｓ
ＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定に対する１つ以上の基準ＴＤＤ設定からアップリンク
サブフレームの最大数を有し
【表１】

表１における各基準ＴＤＤ設定は、表２において定義されるサブフレーム‘ｎ’に対する
ダウンリンクアソシエーションセット・インデックス（Ｋ：｛ｋ０，ｋ１，・・・ｋＭ・
・・１｝）を示し、
【表２】

［表２］
サブフレーム（ｎ － ｋｉ）（０ ≦ ｉ ≦ Ｍ － １）におけるＰＤＳＣＨに対するＡ／
Ｎ設定は、サブフレーム‘ｎ’において送信される、送受信ポイント。
【請求項８】
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前記受信部は、前記ＰＣｅｌｌのための前記基準ＴＤＤにより決定されるアップリンクサ
ブフレームにおいてユーザ端末から第２のＡ／Ｎを受信するように構成され、前記第２の
Ａ／Ｎは前記ＰＣｅｌｌ上でＰＤＳＣＨの送信に対応し、
前記ＰＣｅｌｌに対する前記基準ＴＤＤ設定は前記ＰＣｅｌｌの前記ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ
設定である、請求項７に記載の送受信ポイント。
【請求項９】
前記１つ以上の基準ＴＤＤ設定が前記ＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定を含む場合、
前記ＳＣｅｌｌのための前記基準ＴＤＤ設定は前記ＳＣｅｌｌの前記ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ
設定である、請求項７に記載の送受信ポイント。
【請求項１０】
プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）及びセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）を含む少なくとも２つ
のサービングセルから構成され、前記ＰＣｅｌｌ及び前記ＳＣｅｌｌは、異なる時分割復
信（ＴＤＤ）アップリンク－ダウンリンク（ＵＬ－ＤＬ）設定を有するユーザ端末と通信
をする送受信ポイントにおける肯定応答／否定応答（Ａ／Ｎ）を受信する方法であって、
前記ＳＣｅｌｌ上で物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の送信に対応する前記
第１のＡ／Ｎの前記ＳＣｅｌｌに対する基準ＴＤＤ設定によって決定されるアップリンク
サブフレームをユーザ端末から受信し、
前記ＳＣｅｌｌに対する前記基準ＴＤＤ設定は、表１において前記ＰＣｅｌｌ及び前記Ｓ
ＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定に対する１つ以上の基準ＴＤＤ設定からアップリンク
サブフレームの最大数を有し、
【表１】

表１における各基準ＴＤＤ設定は、表２において定義されるサブフレーム‘ｎ’に対する
ダウンリンクアソシエーションセット・インデックス（Ｋ：｛ｋ０，ｋ１，・・・ｋＭ・
・・１｝）を示し、
【表２】

サブフレーム（ｎ － ｋｉ）（０ ≦ ｉ ≦ Ｍ － １）におけるＰＤＳＣＨに対するＡ／
Ｎ設定は、サブフレーム‘ｎ’において送信される、送受信ポイントにおける肯定応答／
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否定応答（Ａ／Ｎ）を受信する方法。
【請求項１１】
前記ＰＣｅｌｌに対する基準ＴＤＤ設定によって決定されるアップリンクサブフレームに
おけるユーザ端末からの第２のＡ／Ｎを受信することをさらに含み、前記Ａ／Ｎは前記Ｐ
ＣｅｌｌのＰＤＳＣＨに対応し、
前記ＰＣｅｌｌに対する前記基準ＴＤＤ設定は前記ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定
である、請求項１０に記載の送受信ポイントにおける肯定応答／否定応答（Ａ／Ｎ）を受
信する方法。
【請求項１２】
前記１つ以上の基準ＴＤＤ設定が前記ＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定を含む場合、
前記ＳＣｅｌｌのための前記基準ＴＤＤ設定は前記ＳＣｅｌｌの前記ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ
設定である、請求項１０に記載の送受信ポイントにおける肯定応答／否定応答（Ａ／Ｎ）
を受信する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、送受信ポイントとユーザ端末がインターバンド（inter-band）で互いに異なる
設定を有し、ＴＤＤ（Time Division Duplex：時分割復信）方式により通信するシステム
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
通信システムが発展するにつれて、事業体及び個人などの消費者は非常に多様な無線端末
機を使用するようになった。現在の３ＧＰＰ系列のＬＴＥ（Long Term Evolution）、Ｌ
ＴＥ－Ａ（LTE Advanced）などの移動通信システムでは音声中心のサービスを外れて、映
像、無線データなどの多様なデータを送受信することができる高速大容量の通信システム
として、有線通信ネットワークに準ずる大容量データを送信することができる技術開発が
要求されている。大容量のデータを送信するための１つの方法として、多数のコンポーネ
ントキャリアを通じてデータを効率的に送信する方法が使用できる。
【０００３】
一方、ＴＤＤ（Time Division Duplex）システムでは、送信（Transmission：Ｔｘ）と受
信（Reception：Ｒｘ）を特定の周波数帯域を利用し、かつタイムスロットに区分してデ
ータを送信及び受信することができる。この場合、ＴＤＤシステムでアップリンク（Upli
nk：ＵＬ）及びダウンリンク（Downlink：ＤＬ）を設定する方式によってデータ受信に対
する応答情報を送信するタイミングが変わることがある。
【０００４】
一方、１つ以上のコンポーネントキャリア（Component Carrier：ＣＣ）を結合するキャ
リアアグリゲーション（Carrier Aggregation：ＣＡ）環境で、それぞれのコンポーネン
トキャリアに対応するバンド（band）が相異することがある。即ち、インターバンド方式
によるキャリアアグリゲーションでは、異なる動作バンドのコンポーネントキャリアが集
約されている。キャリアアグリゲーションは、バンド方式によるキャリアアグリゲーショ
ンの場合、各バンドのTDD構成が異なっているとき、それはデータ受信に対する応答情報
を送信するタイミングを考慮すべきである。データ受信に対する応答情報を送信するタイ
ミングは、ユーザ端末が全二重（full-duplex）モードの場合、及び半二重（half-duplex
）モードの場合の全てに適用できなければならない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明の例示的な一実施形態は、２つのコンポーネントキャリアがキャリアアグリゲーシ
ョン環境において、異なるＴＤＤ設定を有するとき、データ受信に対する応答送信情報の
タイミングを決定する方法及び装置を提供する。
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【０００６】
本発明のさらなる特徴は、以下の説明に記載され、その一部の構成は詳細な説明から明ら
かであり、本発明の実施形態によって知徳することができる。
【０００７】
本発明の一実施形態において、ユーザ端末は、プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）及びセカン
ダリセル（ＳＣｅｌｌ）を含む少なくとも２つのサービングセルから構成されている。Ｐ
Ｃｅｌｌ及びＳＣｅｌｌは、異なるＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定を有している。ユーザ端末は
、ＳＣｅｌｌに対する基準ＴＤＤ設定によって決定されるアップリンクサブフレームにお
いて第１の肯定応答／否定応答を送信するように構成された送信部を含んでいる。第１の
Ａ／Ｎは、ＳＣｅｌｌ上の物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の送信に対応し
ている。ＳＣｅｌｌの基準ＴＤＤ設定は、以下に示す表１におけるＰＣｅｌｌ及びＳＣｅ
ｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定に対する１つ以上の基準ＴＤＤ設定からアップリンクサブ
フレームの最大数を有する。
【０００８】

【表１】

【０００９】
表１における各基準ＴＤＤ設定は、表２において定義されるサブフレーム‘ｎ’に対する
ダウンリンクアソシエーションセット・インデックス（Ｋ：｛ｋ０，ｋ１，・・・ｋＭ・
・・１｝）を示す。
【００１０】

【表２】

【００１１】
ここで、サブフレーム（ｎ － ｋｉ）（０ ≦ ｉ ≦ Ｍ － １）におけるＰＤＳＣＨに対
するＡ／Ｎ設定は、サブフレーム‘ｎ’において送信される。
【００１２】
本発明の他の実施形態は、プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）及びセカンダリセル（ＳＣｅｌ
ｌ）を含む少なくとも２つのサービングセルを有するユーザ端末によってＡ／Ｎ送信をす
る方法が提供される。ＰＣｅｌｌ及びＳＣｅｌｌは異なるＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定を有し
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ている。この方法は、ＳＣｅｌｌの基準ＴＤＤ設定によって決定されるアップリンクサブ
フレームにおいて第１のＡ／Ｎを送信することを含んでいる。第１のＡ／Ｎは、ＳＣｅｌ
ｌ上の物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の送信に対応している。ＳＣｅｌｌ
の基準ＴＤＤ設定は、以下に示す表１におけるＰＣｅｌｌ及びＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ
－ＤＬ設定に対する１つ以上の基準ＴＤＤ設定からアップリンクサブフレームの最大数を
有する。
【００１３】
【表１】

【００１４】
表１における各基準ＴＤＤ設定は、表２において定義されるサブフレーム‘ｎ’に対する
ダウンリンクアソシエーションセット・インデックス（Ｋ：｛ｋ０，ｋ１，・・・ｋＭ・
・・１｝）を示す。
【００１５】

【表２】

【００１６】
サブフレーム（ｎ － ｋｉ）（０ ≦ ｉ ≦ Ｍ － １）におけるＰＤＳＣＨに対するＡ／
Ｎ設定は、サブフレーム‘ｎ’において送信される。
【００１７】
本発明の他の実施形態は、プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）及びセカンダリセル（ＳＣｅｌ
ｌ）を含む少なくとも２つのサービングセルを有するユーザ端末と通信をする送受信ポイ
ントが提供される。ＰＣｅｌｌ及びＳＣｅｌｌは異なるＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定を有して
いる。この送受信ポイントは、ＳＣｅｌｌの基準ＴＤＤ設定によって決定されるアップリ
ンクサブフレームにおいてユーザ端末から第１のＡ／Ｎを受信するように構成された受信
部を含んでいる。第１のＡ／Ｎは、ＳＣｅｌｌ上の物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤ
ＳＣＨ）の送信に対応している。ＳＣｅｌｌの基準ＴＤＤ設定は、以下に示す表１におけ
るＰＣｅｌｌ及びＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定に対する１つ以上の基準ＴＤＤ設
定からアップリンクサブフレームの最大数を有する。
【００１８】
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【００１９】
表１における各基準ＴＤＤ設定は、表２において定義されるサブフレーム‘ｎ’に対する
ダウンリンクアソシエーションセット・インデックス（Ｋ：｛ｋ０，ｋ１，・・・ｋＭ・
・・１｝）を示す。
【００２０】

【表２】

【００２１】
サブフレーム（ｎ － ｋｉ）（０ ≦ ｉ ≦ Ｍ － １）におけるＰＤＳＣＨに対するＡ／
Ｎ設定は、サブフレーム‘ｎ’において送信される。
【００２２】
本発明の他の実施形態は、プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）及びセカンダリセル（ＳＣｅｌ
ｌ）を含む少なくとも２つのサービングセルを有するユーザ端末と通信をする送受信ポイ
ントによってＡ／Ｎを受信する方法が提供される。ＰＣｅｌｌ及びＳＣｅｌｌは異なるＴ
ＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定を有している。この方法は、ＳＣｅｌｌの基準ＴＤＤ設定によって
決定されるアップリンクサブフレームにおいてユーザ端末から第１のＡ／Ｎを受信するこ
とを含んでいる。第１のＡ／Ｎは、ＳＣｅｌｌ上の物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤ
ＳＣＨ）の送信に対応している。ＳＣｅｌｌの基準ＴＤＤ設定は、以下に示す表１におけ
るＰＣｅｌｌ及びＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定に対する１つ以上の基準ＴＤＤ設
定からアップリンクサブフレームの最大数を有する。
【００２３】
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【表１】

【００２４】
表１における各基準ＴＤＤ設定は、表２において定義されるサブフレーム‘ｎ’に対する
ダウンリンクアソシエーションセット・インデックス（Ｋ：｛ｋ０，ｋ１，・・・ｋＭ・
・・１｝）を示す。
【００２５】

【表２】

【００２６】
サブフレーム（ｎ － ｋｉ）（０ ≦ ｉ ≦ Ｍ － １）におけるＰＤＳＣＨに対するＡ／
Ｎ設定は、サブフレーム‘ｎ’において送信される。
【発明の効果】
【００２７】
上述した本発明によれば、キャリアアグリゲーション環境で２つのコンポーネントキャリ
アのＴＤＤ設定が異なるとき、データ受信に対する応答情報を送信するタイミングを決定
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の一実施形態による無線通信システムを示す図である。
【図２】本発明の一実施形態によるインターバンド間ＣＡ環境を示す図である。
【図３】本発明の一実施形態による異なるＴＤＤシステムとの干渉を回避するためにイン
ターバンドで互いに異なるＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が要求される例を示す図である。
【図４】図２で示すインターバンド間ＣＡ環境でユーザ端末が、本発明の一実施形態によ
る半二重モードである場合の、各サブフレームの動作方法を例示する図である。
【図５】図２で示すインターバンド間ＣＡ環境でユーザ端末が全二重モードの場合の、各
サブフレームの動作方法を例示する図である。
【図６】本発明の一実施形態に係る送受信ポイントのＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎタイミングを設
定する方法を示すフローチャートである。
【図７】本発明の一実施形態に係るユーザ端末のＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎ送信方法を示す図で
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ある。
【図８】本発明の一実施形態に係るＰＤＳＣＨ Ａ／ＮタイミングでＰＤＳＣＨが送信さ
れるサブフレーム及びＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎが送信されるサブフレームの関係の一例を示す
図である。
【図９】本発明の一実施形態に係るＰＤＳＣＨ Ａ／ＮタイミングでＰＤＳＣＨが送信さ
れるサブフレーム及びＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎが送信されるサブフレームの関係の一例を示す
図である。
【図１０】本発明の一実施形態に係るＰＤＳＣＨ Ａ／ＮタイミングでＰＤＳＣＨが送信
されるサブフレーム及びＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎが送信されるサブフレームの関係の一例を示
す図である。
【図１１】本発明の一実施形態に係るＰＤＳＣＨ Ａ／ＮタイミングでＰＤＳＣＨが送信
されるサブフレーム及びＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎが送信されるサブフレームの関係の一例を示
す図である。
【図１２】本発明の一実施形態に係る送受信ポイントのＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎタイミングを
設定する方法を示すフローチャートである。
【図１３】本発明の一実施形態に係るユーザ端末のＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎの送信方法を示す
図である。
【図１４】本発明の一実施形態に係るＰＤＳＣＨ Ａ／ＮタイミングでＰＤＳＣＨが送信
されるサブフレーム及びＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎが送信されるサブフレームの関係の一例を示
す図である。
【図１５】本発明の一実施形態に係るＰＤＳＣＨ Ａ／ＮタイミングでＰＤＳＣＨが送信
されるサブフレーム及びＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎが送信されるサブフレームの関係の一例を示
す図である。
【図１６】本発明の一実施形態に係る送受信ポイントの構成を示す図である。
【図１７】本発明の一実施形態に係るユーザ端末の構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
以下、本発明の一部の実施形態を添付した図面を参照しつつ詳細に説明する。しかし、本
発明は、多くの異なる形態で実施することができ、ここで説明する実施形態に限定される
と解釈されるべきではない。むしろ、これらの例示的な実施形態は、本開示が完全になる
ように設けられており、十分に当業者に本発明の範囲を十分に伝えるであろう。本開示を
理解するために、Ｘ、Ｙ及びＺの少なくとも一つという場合、それはＸのみ、Ｙのみ、Ｚ
のみ、又はそれら２つ以上の組み合わせから成るものであるとすることができることが理
解されるであろう。各図面の構成要素に参照符号を付加するに当たって、同一な構成要素
に対してはたとえ他の図面上に表示されても、できる限り同一な符号を有するようにする
ことに留意しなければならない。これらの要素の相対的なサイズ及び描写は、明確にする
ために誇張されてもよい。
【００３０】
図１は、本明細書の実施形態が適用される無線通信システムを図示する。
【００３１】
無線通信システムは、音声通話や、パケットデータなどの多様な通信サービスを提供する
ことができる。
【００３２】
図１を参照すると、無線通信システムは、ユーザ端末１０（User Equipment：ＵＥ）及び
ユーザ端末１０とアップリンク及びダウンリンク通信を遂行する送受信ポイント２０（Tr
ansmission/Reception Point）を含む。
【００３３】
本明細書において、ユーザ端末１０は無線通信での端末を意味する包括的な概念であって
、ＷＣＤＭＡ（登録商標）及びＬＴＥ、ＨＳＰＡなどでのＵＥ（User Equipment）は勿論
、ＧＳＭ（登録商標）でのＭＳ（Mobile Station）、ＵＴ（User Terminal）、ＳＳ（Sub
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scriber Station）、無線機器（wireless device）などを全て含む概念として解釈される
べきである。
【００３４】
送受信ポイント２０又はセル（cell）は、一般的にユーザ端末１０と通信する地点（stat
ion）をいい、基地局（Base Station：ＢＳ）、ノード－Ｂ（Node-B）、ｅＮＢ（evolved
 Node-B）、セクター（Sector）、サイト（Site）、ＢＴＳ（Base Transceiver System）
、アクセスポイント（Access Point）、リレーノード（Relay Node）など、アクセスポイ
ント（ＡＰ）のように呼ばれることができる。
【００３５】
即ち、本明細書で送受信ポイント２０又はセル（cell）はＣＤＭＡでのＢＳＣ（Base Sta
tion Controller）、ＷＣＤＭＡ（登録商標）のＮｏｄｅＢ、ＬＴＥでのｅＮＢ、又はセ
クター（サイト）などがカバーする一部領域又は機能を表す包括的な意味として解釈され
なければならず、メガセル、マクロセル、マイクロセル、ピコセル、フェムトセル、ＲＲ
Ｈ（Radio Resource Head）、及びリレーノード（relay node）通信範囲など、多様なカ
バレッジ領域を全て包括する意味である。
【００３６】
本明細書において、上記ユーザ端末１０と送受信ポイント２０は、本発明で記述される技
術又は技術的思想を具現することに使われるアップリンク／ダウンリンクによる通信の２
つ送受信主体で、包括的な意味として使われて、特定に称される用語又は単語により限定
されない。
【００３７】
図１で、１つのユーザ端末１０と１つの送受信ポイント２０が図示するが、本発明の一態
様はこれに限定されない。１つの送受信ポイント２０が複数のユーザ端末１０と通信する
ことが可能であり、また１つのユーザ端末１０が複数の送受信ポイント２０と通信するこ
とが可能である。
【００３８】
さまざまな多重接続通信方式が無線通信システムに適用され得る。ＣＤＭＡ（Code Divis
ion Multiple Access）、ＴＤＭＡ（Time Division Multiple Access）、ＦＤＭＡ（Freq
uency Division Multiple Access）、ＯＦＤＭＡ（Orthogonal Frequency Division Mult
iple Access）、ＯＦＤＭ－ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭ－ＴＤＭＡ、ＯＦＤＭ－ＣＤＭＡのよう
な多様な多重接続通信方式を使用することができる。本発明の一実施形態は、ＧＳＭ（登
録商標）、ＷＣＤＭＡ（登録商標）、ＨＳＰＡを経てＬＴＥ及びＬＴＥ－アドバンスト（
LTE-advanced）に進化する非同期無線通信と、ＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ－２０００、及びＵＭ
Ｂに進化する同期式無線通信分野などの資源割当に適用できる。本発明は、特定の無線通
信分野に限定又は制限されて解釈されてはならず、本発明の思想が適用できる全ての技術
分野を含むことと解釈されなければならない。
【００３９】
アップリンク送信及びダウンリンク送信は、互いに異なる時間を使用して送信されるＴＤ
Ｄ（Time Division Duplex）方式が使われることができ、又は互いに異なる周波数を使用
して送信されるＦＤＤ（Frequency Division Duplex）方式が使用できる。
【００４０】
図１を参照すると、ユーザ端末１０と送受信ポイント２０はアップリンク及びダウンリン
ク無線通信することができる。
【００４１】
無線通信において、１つの無線フレーム（radio frame）は１０個のサブフレーム（subfr
ame）から構成され、１つのサブフレームは２つのスロット（slot）から構成される。無
線フレームは１０ｍｓの長さを有し、サブフレームは１．０ｍｓの長さを有する。一般に
、データ送信の基本単位はサブフレーム単位となり、サブフレーム単位でダウンリンク又
はアップリンクのスケジューリングがなされる。
【００４２】
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送受信ポイント２０は、ユーザ端末１０にダウンリンク送信を遂行することができる。送
受信ポイント２０は、ユニキャスト送信（unicast transmission）のためのダウンリンク
データチャンネルとしての物理ダウンリンク共有チャンネル（Physical Downlink Shared
 Channel：ＰＤＳＣＨ）を送信することができる。また、送受信ポイント２０はＰＤＳＣ
Ｈの受信に必要なスケジューリングなどのダウンリンク制御情報及びアップリンクデータ
チャンネル（例えば、物理アップリンク共有チャンネル（Physical Uplink Shared Chann
el：ＰＵＳＣＨ））での送信のためのスケジューリング承認情報を含むダウンリンク制御
情報（Downlink Control Information：ＤＣＩ）を送信するために使われるダウンリンク
制御チャンネルとしての物理ダウンリンク制御チャンネル（Physical Downlink Control 
Channel：ＰＤＣＣＨ）、ＰＤＳＣＨとＰＤＣＣＨの領域を区分する指示子を送信するた
めの物理制御フォーマット指示子チャンネル（Physical Control Format Indicator Chan
nel：ＰＣＦＩＣＨ）、アップリンク送信に対するＨＡＲＱ（Hybrid Automatic Repeat r
equest）確認の送信のための物理ＨＡＲＱ指示子チャンネル（Physical HARQ Indicator 
Channel：ＰＨＩＣＨ）などの制御チャンネルを送信することができる。以下、各チャン
ネルを介して信号が送受信されることを該当チャンネルが送受信される形態に記載するこ
とにする。
【００４３】
ユーザ端末１０は、送受信ポイント２０にアップリンク送信を実行することができる。ユ
ーザ端末１０は、アップリンクデータチャンネルとしてのＰＵＳＣＨを送信することがで
きる。また、ユーザ端末１０はダウンリンク送信ブロックが正常に受信されたか否かを知
らせるＨＡＲＱ ＡＣＫ（acknowledgement：肯定応答）／ＮＡＣＫ（negative ACK：否定
応答）、チャンネル状態報告及びアップリンクでデータを送信しようとする場合、資源割
当を要求するスケジューリング要請を含むアップリンク制御情報（Uplink Control Infor
mation：ＵＣＩ）を送信するために使われるアップリンク制御チャンネルとしての物理ア
ップリンク制御チャンネル（Physical Uplink Control Channel：ＰＵＣＣＨ）を送信す
ることができる。
【００４４】
一方、ＴＤＤではダウンリンクとアップリンクとのタイムポイントが分割されるようにな
るが、多様なＴＤＤ設定が存在する場合、このようなタイムポイントはり多様化すること
ができる。
【００４５】
表１は、ＴＤＤの設定を示す。各ＴＤＤの設定が異なるＵＬ－ＤＬ（アップリンク－ダウ
ンリンク）サブフレームの送信タイミングを有する。このようなＴＤＤ設定は、セル固有
（cell-specific）に設定されていてもよい。
【００４６】
【表１】

【００４７】
表１において、１０個のサブフレーム（subframe）に相当する無線フレーム（radioframe
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）で、Ｄとして表示された領域はダウンリンクであり、Ｕとして表示された領域はアップ
リンクである。Ｓはダウンリンクからアップリンクに切り換えられるサブフレーム（Down
link-to-Uplink Switch-point periodicity）である。例えば、ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が
“１”の場合、サブフレーム番号が０、４、５、９の場合はダウンリンクサブフレームで
あり、サブフレーム番号が２、３、７、８の場合はアップリンクがサブフレームであり、
サブフレーム番号が１、６の場合はダウンリンクからアップリンクに切り換えられるサブ
フレームである。
【００４８】
一方、上記ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定のうちの１つの設定を使用するようになる場合、ユー
ザ端末はどの時点がダウンリンクで、どの時点がアップリンクであるかを予め知ることが
できる。このような情報は、アップリンク、ダウンリンク、及びスイッチングサブフレー
ムをユーザ端末が予め予測して動作できるようにする。
【００４９】
ダウンリンクに送信されるデータ送信に対する応答、即ちＰＤＳＣＨに対するＡ／Ｎ（Ac
k/Nack）は、アップリンクサブフレームを通じてユーザ端末１０から送受信ポイント２０
に送信される。アップリンクサブフレームに対するＰＤＳＣＨに対するＡ／Ｎは、ユーザ
端末１０から送信され、ダウンリンクアソシエーションセット・インデックス（Ｋ：｛ｋ
０，ｋ１，…ｋＭ－１｝）は、ダウンリンクサブフレームに関連付けられた関連性値を示
し、ここでＰＤＳＣＨは、ユーザ端末１０に送信される。それぞれのＵＬ－ＤＬ設定に対
して、アップリンクのサブフレームｎに対する、ダウンリンクアソシエーションセットの
インデックスＫは、表２に示されている。
【００５０】
【表２】

【００５１】
各ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定におけるアップリンクサブフレーム「ｎ」に対して、表２のイ
ンデックス「ｋｉ」が、ＰＤＳＣＨを送信するためのアップリンクサブフレームの前に位
置するダウンリンクサブフレームのＰＤＳＣＨに対するＡ／Ｎを送信するためのアップリ
ンク・サブフレーム（サブフレーム「ｎ」）からカウントされるサブフレームの数を示し
ている。即ち、アップリンクサブフレームｎからダウンリンクサブフレーム（ｎ－ｋ）（
ｋ∈Ｋ）から送信されたＰＤＳＣＨのＡ／Ｎが送信される。例えば、ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ
設定が“１”の場合を仮定する。サブフレーム番号が２のとき、Ｋ＝｛７，６｝であり、
このサブフレームを通じてサブフレーム番号が５及び６のダウンリンクサブフレームから
送信されたＰＤＳＣＨのＡ／Ｎが送信される。サブフレーム番号が３のとき、Ｋ＝｛４｝
であり、このサブフレームを通じてサブフレーム番号が９のダウンリンクサブフレームか
ら送信されたＰＤＳＣＨのＡ／Ｎが送信される。サブフレーム番号が７のとき、Ｋ＝｛７
，６｝であり、このサブフレームを通じてサブフレーム番号が０及び１のダウンリンクサ
ブフレームから送信されたＰＤＳＣＨのＡ／Ｎが送信される。そして、サブフレーム番号
が８のとき、Ｋ＝｛４｝であり、このサブフレームを通じてサブフレーム番号が４のダウ
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ンリンクサブフレームから送信されたＰＤＳＣＨのＡ／Ｎが送信される。
【００５２】
一方、１つ以上のコンポーネントキャリア（Component Carrier：ＣＣ）を結合するキャ
リアアグリゲーション（Carrier Aggregation：ＣＡ）環境において、それぞれのコンポ
ーネントキャリアを含むバンド（band）が相異することがある。インターバンド（Inter-
Band）方式によりキャリアアグリゲーションがなされる場合、ＴＤＤ設定はそれぞれのバ
ンド別に異なるように設定することができる。ただし、異なるＴＤＤ設定を有するバンド
に含まれる搬送波を１つのユーザ端末が用いることができる。
【００５３】
図２は、本明細書の一実施形態によるインターバンド間ＣＡ環境を示す図である。
【００５４】
システム２１０は、２つのコンポーネントキャリアが構成されることを図示するが、ＣＣ
１ ２１１は高出力（high power）でｅＮＢから送信される信号のカバレッジを有する搬
送波であり、ＣＣ２ ２１２は低出力（low power）でｅＮＢから送信される信号のカバレ
ッジを有する搬送波である。ＣＣ１ ２１１及びＣＣ２ ２１２は、互いに異なるバンドに
含まれていてもよい。ＣＣ１ ２１１のＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定は、上記表１に示される“
１”であって、図２で“２８１”にて図示され、ＣＣ２ ２１２のＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定
は２であって、図２で“２８２”にて図示される。この環境では、ＣＣ２ ２１２カバレ
ッジにあるユーザ端末のためにＣＡ構成が可能である。一方、ホットスポット（hot-spot
）領域２１５はＣＣ１ ２１１及びＣＣ２ ２１２のＣＡ環境で構成できる。
【００５５】
ＣＡ環境において、送受信ポイントと通信するユーザ端末は相異なるＴＤＤ設定を有する
ＣＣ（例えば、ＣＣ１ ２１１及びＣＣ２ ２１２）を通じて通信をすることができる。
【００５６】
一例として、トラフィック適応（traffic adaptation）のために、インター－バンドで異
なるＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定を使用することができる。
【００５７】
他の例として、図３を参照すると、同一のバンド内に共存する異なるＴＤＤシステム（例
えば、ＴＤＳ－ＣＤＭＡ３１０、ＬＴＥ３２０）との干渉を回避するためにＴＤＤシステ
ム（例えば、ＬＴＥ－Ａ ３３０、３４０）のＴＤＤアップリンク－ダウンリンクが設定
され、したがってＴＤＤシステムはインターバンドで互いに異なるＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設
定を要求できる。即ち、図３の例において、バンドＡ４１０でＬＴＥ－Ａ３３０はＴＤＳ
－ＣＤＭＡ３１０と干渉を回避するために“２”のＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定を有し、バン
ドＢ４２０でＬＴＥ－Ａ３４０はＬＴＥ３２０と干渉を回避するために“０”のＴＤＤ 
ＵＬ－ＤＬ設定を有し、したがって、互いに異なるバンドに位置するＬＴＥ－Ａ３３０と
ＬＴＥ－Ａ３４０のＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定は互いに異なることがある。
【００５８】
他の例として、低い周波数バンドではアップリンクサブフレームが多いＴＤＤ ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定が使用され、高い周波数バンドではダウンリンクサブフレームが多いＴＤＤ ＵＬ
－ＤＬ設定が使用されてもよい。この構成は、カバレッジの増大を高めることができる。
【００５９】
前述した例は、最大処理量（peak throughput）に影響を与えることがある。
【００６０】
このような場合、動作モードは、競合するサブフレーム上でサポートされる送信モードは
、半二重モード又は全二重モードであるか否かに依存して、サブフレーム別に動作方式が
異なっていてもよい。競合するサブフレームは、ユーザ端末がインターバンド間で異なる
ＴＤＤ設定を採用する場合に発生することがある。
【００６１】
図４は、図２のインターバンド間ＣＡ環境でユーザ端末がインターバンド間に設定された
互いに異なるＴＤＤ設定によって発生できる競合するサブフレーム上で半二重モードの場
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合、各サブフレームのための動作方式を例示する図である。図４の例で、ＰＣｅｌｌ（プ
ライマリセル：Primary Cell）はＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が“１”に従い、ＳＣｅｌｌ（
セカンダリセル：Secondary Cell）はＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が“２””に従う。図４で
、Ｕはアップリンク送信のために予備されたサブフレーム、Ｄはダウンリンク送信のため
に予備されたサブフレーム、Ｓはダウンリンク送信からアップリンク送信に切り換えられ
る特殊な（special）サブフレームである。
【００６２】
図４を参照すると、サブフレーム番号が３又は８のとき、ＰＣｅｌｌはアップリンクに設
定され、ＳＣｅｌｌはダウンリンクに設定される。以下、ＣＣによってアップリンク／ダ
ウンリンクが互いに異なるサブフレームを競合するサブフレーム（conflicting subframe
）と呼ぶことにする。ユーザ端末が半二重モードであるので、ＰＣｅｌｌのアップリンク
サブフレーム又はＳＣｅｌｌのダウンリンクサブフレームのうちの少なくとも１つは、ミ
ュートされたサブフレーム（muted subframe）として動作するようになる。図４の例で、
サブフレーム番号が３又は８のとき、ＰＣｅｌｌのアップリンクサブフレームがミュート
されたサブフレームである。
【００６３】
ＰＤＳＣＨに対するＡ／Ｎ（ＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎ）を含むアップリンク制御チャンネル（
ＰＵＣＣＨ）は、ＰＣｅｌｌを通じてのみ送信することができる。以下、‘ＰＤＳＣＨ 
Ａ／Ｎ’を‘ＰＤＳＣＨに対するＡ／Ｎ’と同一な意味で使用することにする。しかしな
がら、ＰＣｅｌｌでＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信するアップリンクサブフレームがミュート
されたサブフレームの場合、これを通じてＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信できない場合が発生
することがある。
【００６４】
図４の例において、ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が“１”であるので、表２を参
照すると、サブフレーム番号が２、３、７又は８のとき、ＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信する
ことができる。しかしながら、サブフレーム番号が３又は８のとき、ＣＣ１のアップリン
クサブフレームがミュートされたサブフレームの場合、サブフレーム番号３のサブフレー
ムを通じてサブフレーム番号が９のダウンリンクサブフレームに送信されたＰＤＳＣＨ 
Ａ／Ｎが送信できず、サブフレーム番号８のサブフレームを通じてサブフレーム番号が４
のダウンリンクサブフレームで送信されたＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎが送信できない。
【００６５】
図５は、図２のインターバンド間ＣＡ環境におけるユーザ端末が全二重モードの場合、サ
ブフレーム別動作方式を示す図である。図５で、ＰＣｅｌｌはＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定“
１”に従い、ＳＣｅｌｌはＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定“２”に従う。図５で、Ｕはアップリ
ンク送信のために予備されたサブフレーム、Ｄはダウンリンク送信のためのサブフレーム
、Ｓはダウンリンク送信からアップリンク送信に切り換えられる特殊サブフレームである
。
【００６６】
図５を参照すると、サブフレーム番号３又は８のとき、ＰＣｅｌｌはアップリンクに設定
され、ＳＣｅｌｌはダウンリンクに設定される。ユーザ端末がインターバンド間に設定さ
れた互いに異なるＴＤＤ設定によって発生する競合するサブフレームにおいて全二重モー
ドであるので、ユーザ端末は競合するサブフレーム内のＰＣｅｌｌを通じてアップリンク
信号を送信することができ、ＳＣｅｌｌを通じてダウンリンク信号を受信することができ
る。
【００６７】
ＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを含むＰＵＣＣＨはＰＣｅｌｌを通じて送信されてもよい。しかしな
がら、特定ダウンリンクサブフレームを通じて送信されたＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎが送信でき
ない場合が発生することがある。
【００６８】
図５の例において、ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が“１”であるので、表２を参
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照すると、サブフレーム番号２、３、７又は８のとき、ＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信できる
。より詳しくは、表２においてアップリンクサブフレーム番号が２のとき、Ｋ＝｛７，６
｝であるので、サブフレーム番号が５又は６のダウンリンクサブフレームを通じて送信さ
れたＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎが送信され、アップリンクサブフレーム番号が３のとき、Ｋ＝｛
４｝であるので、サブフレーム番号が９のダウンリンクサブフレームを通じて送信された
ＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎ送信され、アップリンクサブフレーム番号が７のとき、Ｋ＝｛７，６
｝であるので、サブフレーム番号が０又は１のダウンリンクサブフレームを通じて送信さ
れたＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎが送信され、サブフレーム番号が８のとき、Ｋ＝｛４｝であるの
で、サブフレーム番号が４のダウンリンクサブフレームを通じて送信されたＰＤＳＣＨ 
Ａ／Ｎが送信できる。整理すると、サブフレーム番号が２、３、７及び８のとき、サブフ
レーム番号が０、１、４、５、６又は」９のダウンリンクサブフレームを通じて送信され
たＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎが送信される。
【００６９】
一方、ＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が“２”であるので、表２を参照すると、サ
ブフレーム番号が０、１、３、４、５、６、８又は９の場合にダウンリンクでＰＤＳＣＨ
が送信できる。サブフレーム番号０、１、３、４、５、６、８、又は９を有するサブフレ
ームのうち、サブフレーム番号０、１、４、５、６又は９で送信されるＰＤＳＣＨに対し
ては、ＰＤＳＣＨ Ａ／ＮはＰＣｅｌｌのアップリンクサブフレーム番号２、３、７及び
８をとおしてＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信することができるが、サブフレーム番号が３又は
８の場合に対してはＰＣｅｌｌのアップリンクサブフレームを通じてＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎ
を送信できない。
【００７０】
前述したように、複数のＣＣで互いに異なるＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定を用いる場合、表２
に従うＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎスケジューリングを使用できない問題が発生することがある。
【００７１】
図６は、本発明の一実施形態に係る送受信ポイントのＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎタイミングを設
定する方法を示すフローチャートである。
【００７２】
図６を参照すると、一実施形態に従う送受信ポイントのＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎタイミング設
定方法は、ＰＣｅｌｌとＳＣｅｌｌで設定された２つの異なるＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定を
比較するステップ（Ｓ６１０）、２つのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定から１つ以上の共通のア
ップリンクサブフレームを検索するステップ（Ｓ６２０）、ＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎ送信に対
する基準ＴＤＤ設定のアップリンクサブフレームを含むセットはＳ６２０の動作において
決定された１つ以上の共通のアップリンクサブフレームを含むセットのサブセットである
という条件を満たす１つ以上の基準ＴＤＤ設定を検索するステップ（Ｓ６３０）、１つ以
上の基準ＴＤＤ設定からユーザ端末に固有の基準ＴＤＤ設定を選択するステップ（Ｓ６４
０）、及びユーザ端末に固有の基準ＴＤＤ設定を送信するステップ（Ｓ６５０）を含むこ
とができる。
【００７３】
図６を参照すると、送受信ポイントはＰＣｅｌｌとＳＣｅｌｌで設定された２つ以上の異
なるＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定を比較する（Ｓ６１０）。以下、ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が異
なる場合を２つの場合を一例として説明する。
【００７４】
次に、送受信ポイントは２つのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定で共通のアップリンクサブフレー
ムを検索する（Ｓ６２０）。例えば、ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が“０”であ
り、ＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が“１”のとき、ＰＣｅｌｌでアップリンクサ
ブフレームはサブフレーム番号が２、３、４、７、８、９であり、ＳＣｅｌｌでアップリ
ンクサブフレームはサブフレーム番号が２、３、７、８である。したがって、共通のアッ
プリンクサブフレームはサブフレーム番号が２、３、７、８である。
【００７５】
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次に、次に、送受信ポイントは、ＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信するための基準ＴＤＤ設定の
アップリンクサブフレームを含むセットである１つ以上のＴＤＤ設定が、表２に基づき共
通のアップリンクサブフレームを含むセットのサブセットであるかを検索する（Ｓ６３０
）。
【００７６】
本明細書において、基準ＴＤＤ設定はＰＣｅｌｌ又はＳＣｅｌｌのアップリンク及びダウ
ンリンクタイミング（表１参照）を設定するためのものでなく、これはＰＣｅｌｌとＳＣ
ｅｌｌのＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎ送信タイミング（表２参照）を設定するためのものである。
このように設定されたタイミングに基づいて、ＰＣｅｌｌ上でアップリンク制御チャンネ
ルを介してＰＤＳＣＨのＡ／Ｎ情報が該当アップリンクサブフレームから送信される。
【００７７】
例えば、共通のアップリンクサブフレームのサブフレーム番号が２、３、７、８の場合を
仮定する。表２を参照すると、ＴＤＤ設定が１のとき、サブフレーム番号２、３、７、８
からＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信することができ、ＴＤＤ設定が２のとき、サブフレーム番
号２、７からＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信することができ、ＴＤＤ設定が４のとき、サブフ
レーム番号２、３からＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信することができ、ＴＤＤ設定が５のとき
、サブフレーム番号２からＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信することができる。したがって、Ｔ
ＤＤ設定１、２、４、５は基準ＴＤＤ設定になることができる。
【００７８】
しかしながら、ＴＤＤ設定が０のとき、サブフレーム番号２、４、７、９からＰＤＳＣＨ
 Ａ／Ｎを送信することができ、このうち、サブフレーム番号４、９は共通のアップリン
クサブフレームに属せず、ＴＤＤ設定が３のとき、サブフレーム番号２、３、４からＰＤ
ＳＣＨ Ａ／Ｎを送信することができ、このうち、サブフレーム番号４は共通のアップリ
ンクサブフレームに属せず、ＴＤＤ設定が６のとき、サブフレーム番号２、３、４、７、
８からＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信することができ、このうち、サブフレーム番号４は共通
のアップリンクサブフレームに属しない。したがって、ＴＤＤ設定０、３及び６は基準Ｔ
ＤＤ設定から除外される。
【００７９】
表３は、ＰＣｅｌｌとＳＣｅｌｌの全てのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定の組み合わせに対して
可能な基準ＴＤＤ設定を表す。表３において、ＰＣｅｌｌとＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－
ＤＬ設定が同一な場合は、本明細書で論外にする。
【００８０】
【表３】

【００８１】
送受信ポイントは前述したように、ステップＳ６１０からＳ６３０を通じて１つ以上の基
準ＴＤＤ設定を探し出すことができる。
【００８２】
また、送受信ポイントは全ての場合に対してステップＳ６１０からＳ６３０を適用して作
り出した表３を事前に備えることができる。このような場合、送受信ポイントはステップ
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Ｓ５１０からＳ５３０を実行する代わりに、ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定及びＳ
ＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて表３から１つ以上の基準ＴＤＤ設定を探し
出す。
【００８３】
また、図６を参照すると、送受信ポイントは１つ以上の基準ＴＤＤ設定からユーザ端末に
固有の基準ＴＤＤ設定を選択する（Ｓ６４０）。
【００８４】
一例において、ユーザ端末のチャンネル環境がよくない場合（例えば、ユーザ端末がセル
境界に位置する場合、ＳＮＲ（Signal to Noise Ratio）が低い場合など）、ユーザ端末
はできる限り多くのＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎタイミングを有することが有利でありうる。なぜ
ならば、１つのアップリンクサブフレーム上で送信されるＡ／Ｎ（Ack/Nack）情報をでき
る限り少なくして、即ち１つのアップリンクサブフレーム上で送信されるダウンリンクサ
ブフレームのＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎの数をできる限り少なくしてＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎタイミン
グを設定すれば、より信頼性あるＡ／Ｎ送信を保証することができるためである。したが
って、ユーザ端末のチャンネル環境がよくない場合、送受信ポイントはできる限り多いＰ
ＤＳＣＨ Ａ／Ｎタイミングを有する基準ＴＤＤ設定を選択することができる。
【００８５】
一方、ユーザ端末のチャンネル環境が良い場合（例えば、ユーザ端末がセル中心に位置す
る場合、ＳＮＲが高い場合など）、ユーザ端末はできる限り少ないＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎタ
イミングを有することが有利でありうる。チャンネル環境が良い場合、より少ない電力で
より多い情報を送信することができる。アップリンクＰＵＣＣＨがＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎと
他のＵＣＩ（Uplink Control Information）情報を同時に送信するとき、比較的重要なＰ
ＤＳＣＨ Ａ／Ｎが送信され、比較的重要でないＣＳＩのような情報が送信されないこと
がある。ＰＤＳＣＨＡ／Ｎを送信するアップリンクサブフレームが少ない場合、比較的重
要でないＣＳＩのような情報が送信されない確率が減少する。したがって、ユーザ端末の
チャンネル環境が良い場合、送受信ポイントはできる限り少ないＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎタイ
ミングを有する基準ＴＤＤ設定を選択することができる。
【００８６】
例えば、１つ以上の基準ＴＤＤ設定がＴＤＤ設定１、２、４、５の場合を仮定する。基準
ＴＤＤ設定が１の場合、ＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎタイミングはアップリンクサブフレーム番号
２、３、７、８であり（アップリンクのサブフレーム数は４）、基準ＴＤＤ設定が２の場
合、ＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎタイミングはアップリンクサブフレーム番号２、７であり（アッ
プリンクのサブフレーム数は２）、基準ＴＤＤ設定が４の場合、ＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎタイ
ミングはアップリンクサブフレーム番号２、３であり（アップリンクのサブフレーム数は
２）、基準ＴＤＤ設定が５の場合、ＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎタイミングはアップリンクサブフ
レーム番号２である（アップリンクのサブフレーム数は１）。したがって、チャンネル環
境が良い場合、基準ＴＤＤ設定を５に選択し、チャンネル環境が悪い場合、基準ＴＤＤ設
定を１に選択し、チャンネル環境が正常の場合、基準ＴＤＤ設定を２又は４に選択するこ
とができる。
【００８７】
また、送受信ポイントはアップリンクを通じて送信される他の情報又は信号（例えば、Ｃ
ＳＩなど）との同時送信及び衝突を考慮してユーザ端末に特定の基準ＴＤＤ設定を選択す
ることができる。例えば、送受信ポイントはＰＵＳＣＨ Ａ／ＮがＰＵＣＣＨを介して送
信されるサブフレームとＣＳＩがＰＵＣＣＨを介して送信されるサブフレームとが互いに
重ならないようにＰＵＳＣＨ Ａ／Ｎ送信タイミング（及び／又はＵＣＩ送信タイミング
）を設定することができる。または、送受信ポイントはＰＵＳＣＨ Ａ／ＮがＰＵＣＣＨ
を介して送信されるサブフレームとＳＲＳが送信されるサブフレームとが互いに重ならな
いようにＰＵＳＣＨ Ａ／Ｎ送信タイミング（及び／又はＳＲＳ送信タイミング）を設定
することができる。
【００８８】
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また、図６を参照すると、送受信ポイントはユーザ端末に特定の基準ＴＤＤ設定をユーザ
端末に送信する（Ｓ６５０）。ユーザ端末に特定の基準ＴＤＤ設定は、例えば、ＲＲＣ（
Radio Resource Control）又はＰＤＣＣＨを介してユーザ端末に伝達できる。
【００８９】
送受信ポイントからユーザ端末に送信される情報は基準ＴＤＤ設定の値とすることができ
る。例えば、ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が１、ＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ
設定が２、基準ＴＤＤ設定が５のとき、送受信ポイントは基準ＴＤＤ設定の値である５を
送信することができる。
【００９０】
さらに、送受信ポイントからユーザ端末に送信される情報はＰＣｅｌｌ又はＳＣｅｌｌの
ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定からの基準ＴＤＤ設定のオフセットであってもよい。例えば、Ｐ
ＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が１、ＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が２、基準
ＴＤＤ設定が５のとき、送受信ポイントはＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定からの基
準ＴＤＤ設定のオフセットである４を送信することができる。
【００９１】
さらに、送受信ポイントからユーザ端末に送信される情報はできる限り１つ以上の基準Ｔ
ＤＤ設定のうち、ユーザ端末に特有の基準ＴＤＤ設定のインデックスであってもよい。例
えば、ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が１、ＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が
２のとき、表３を参照すると、１つ以上の可能な基準ＴＤＤ設定は２、４、５である。こ
のような場合、ＴＤＤ設定２にはインデックス１、ＴＤＤ設定４にはインデックス２、Ｔ
ＤＤ設定５にはインデックス３を与える。ユーザ端末に特有の基準ＴＤＤ設定が４のとき
、送受信ポイントは基準ＴＤＤ設定４を指示するインデックス２を送信することができる
。
【００９２】
図７は、本発明の一実施形態に係るユーザ端末のＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎ送信方法を示す図で
ある。
【００９３】
図７を参照すると、ユーザ端末のＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎ送信方法は、送受信ポイントから基
準ＴＤＤ設定情報を受信するステップ（Ｓ７１０）、及び基準ＴＤＤ設定情報に基づいて
定まったサブフレームにＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信するステップ（Ｓ７２０）を含むこと
ができる。
【００９４】
ユーザ端末はＣＡ環境でＰＣｅｌｌ及びＳＣｅｌｌが設定されており、システム情報（Ｓ
Ｉ）やＲＲＣのような上位階層シグナリングを通じてＰＣｅｌｌ及びＳＣｅｌｌのＴＤＤ
 ＵＬ－ＤＬ設定を有している状態である。
【００９５】
ユーザ端末は、送受信ポイントから基準ＴＤＤ設定情報を受信する（Ｓ７１０）。基準Ｔ
ＤＤ設定情報は、ＲＲＣ又はＰＤＣＣＨを介して伝達できる。基準ＴＤＤ設定情報は、基
準ＴＤＤ設定の値、ＰＣｅｌｌ又はＳＣｅｌｌのＵＬ－ＤＬ ＴＤＤ設定からの基準ＴＤ
Ｄ設定のオフセット、又は基準ＴＤＤ設定のインデックスであってもよい。
【００９６】
ユーザ端末は基準ＴＤＤ設定情報及び表２に基づいて、ＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信するＰ
Ｃｅｌｌのアップリンクサブフレーム（タイミング）を決定してもよく、決定された特定
のＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信するために、決定されたアップリンクサブフレームの各々に
ついて特定のＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを決定し（特定のＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは、ＰＣｅｌｌ及び
/又はＳＣｅｌｌの特定のダウンリンクサブフレームで送信するための送信されたＰＤＳ
ＣＨに対するＡ／Ｎである）、対応するアップリングサブフレームにＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎ
を送信する（Ｓ７２０）。
【００９７】
より詳しくは、ユーザ端末は基準ＴＤＤ設定情報及び表２に基づいて、ＰＤＳＣＨ Ａ／
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Ｎを送信するためのＰＣｅｌｌのアップリンクサブフレームを決定する。表２におけるダ
ウンリンク関連セットインデックス（Ｋ）を用いて、決定されたアップリンクサブフレー
ムの各々でどのダウンリンクサブフレームを通じて送信された特定のＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎ
を送信するかを決定することができる（特定のＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは、特定の差ウンリン
クサブフレームにおいて送信されたＰＤＳＣＨに対するＡ／Ｎである）。例えば、ＰＤＳ
ＣＨ Ａ／Ｎ送信に対する決定されたアップリンクサブフレームのインデックスがｎのと
き、（ｎ－ｋ）（ｋ∈Ｋ）サブフレームを通じて送信されたＰＤＳＣＨに対するＰＤＳＣ
Ｈ Ａ／Ｎは、アップリンクサブフレーム“ｎ”で送信することができる。（ｎ－ｋ）サ
ブフレームが、ダウンリンク送信が実行されるサブフレーム（ダウンリンクサブフレーム
（Ｄ）又は特別なサブフレーム（Ｓ））でない場合（ユーザ端末が半二重モード又は全二
重モードのとき）、又は（ｎ－ｋ）サブフレームがミューティングされた場合（ユーザ端
末が半二重モードのとき）、そのサブフレームを通じてはＰＤＳＣＨが送信されず、した
がって表２の設定にもかかわらず、特定のサブフレームに対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎが送
信されないことがある。
【００９８】
一例として、ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が０であり、ＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ
－ＤＬ設定が１の場合を仮定する。このような場合、ＰＣｅｌｌのＵＬ－ＤＬ構成は‘Ｄ
ＳＵＵＵＤＳＵＵＵ’であり、ＳＣｅｌｌのＵＬ－ＤＬ構成は‘ＤＳＵＵＤＤＳＵＵＤ’
であり、サブフレーム４及び９は衝突サブフレームである。表３を参照すると、このよう
な場合、基準ＴＤＤ設定は１、２、４、５のうちの１つであってもよい。
【００９９】
図８は、一例としてＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が０、ＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ
－ＤＬ設定が１、基準ＴＤＤ設定が１の場合を図示する。基準ＴＤＤ設定が１の場合、表
２を参照すると、ｎ＝２のとき、Ｋ＝｛７，６｝であり、ｎ＝３のとき、Ｋ＝｛４｝であ
り、ｎ＝７のとき、Ｋ＝｛７，６｝であり、ｎ＝８のとき、Ｋ＝｛４｝である。
【０１００】
ＰＣｅｌｌで、各無線フレーム内のサブフレーム２において、ＰＤＳＣＨに対するＡ／Ｎ
は、前の無線フレーム内のＰＣｅｌｌのサブフレーム５及び６でのＰＤＳＣＨ送信及び前
の無線フレーム内のＳＣｅｌｌのサブフレーム５及び６でのＰＤＳＣＨ送信に対して送信
することができる
【０１０１】
また、ＰＣｅｌｌで、各無線フレームのサブフレーム３では、前の無線フレーム内のＳＣ
ｅｌｌのサブフレーム９でのＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎ送信に対して送信ができる。ＰＣｅｌｌ
のサブフレーム９はアップリンクサブフレームであるので、ＰＣｅｌｌのサブフレーム９
に対応するＰＤＳＣＨに対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは、次の無線フレーム内のＰＣｅｌｌ
のサブフレーム３では送信されない。ユーザ端末が半二重モードであり、ＳＣｅｌｌのサ
ブフレーム９がミューティングされる場合、ＳＣｅｌｌのサブフレーム９に対応するＰＤ
ＳＣＨに対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは、ＳＣｅｌｌのサブフレーム９がミュートされた状
態であるため送信されないことがある。
【０１０２】
ＰＣｅｌｌのサブフレーム７では、ＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは同じ無線フレームのＳＣｅｌｌ
のＰＤＳＣＨ送信、及びＰＣｅｌｌの０及び１のサブフレーム内のＰＤＳＣＨ送信に対し
て送信できる。
【０１０３】
ＰＣｅｌｌのサブフレーム８では、ＳＣｅｌｌのサブフレーム４から送信されたＰＤＳＣ
Ｈに対するＡ／Ｎが送信できる。ＰＣｅｌｌのサブフレーム４はアップリンクサブフレー
ムであるので、ＰＣｅｌｌのサブフレーム４に対するＰＤＳＣＨのためのＰＤＳＣＨ Ａ
／Ｎは、同じ無線フレーム内のＰＣｅｌｌのサブフレーム８には送信されないことがある
。ユーザ端末が半二重モードであり、ＳＣｅｌｌのサブフレーム４がミューティングされ
る場合、ＳＣｅｌｌのサブフレーム４に対するＰＤＳＣＨのためのＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは
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、ＳＣｅｌｌのサブフレーム４がミュートされた状態にあるため送信されないことがある
。
【０１０４】
図９は、他の例としてＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が０、ＳＣｅｌｌのＴＤＤ Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定が１、基準ＴＤＤ設定が２の場合を図示する。基準ＴＤＤ設定が２の場合、
表２を参照すると、ｎ＝２のとき、Ｋ＝｛８，７，４，６｝であり、ｎ＝７のとき、Ｋ＝
｛８，７，４，６｝である。
【０１０５】
ＰＣｅｌｌのサブフレーム２ではＰＣｅｌｌのサブフレーム５及び６のＰＤＳＣＨ Ａ／
Ｎが送信できる。ＰＣｅｌｌのサブフレーム４及び８はアップリンクサブフレームである
ので、ＰＣｅｌｌのサブフレーム４又は８のＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは送信されない。また、
ＰＣｅｌｌのサブフレーム２ではＳＣｅｌｌのサブフレーム４、５及び６のＰＤＳＣＨ 
Ａ／Ｎは送信することができる。ＳＣｅｌｌのサブフレーム８はアップリンクサブフレー
ムであるので、ＳＣｅｌｌのサブフレーム８のＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは送信されない。ユー
ザ端末が半二重モードであり、ＳＣｅｌｌのサブフレーム４がミューティングされる場合
、ＳＣｅｌｌのサブフレーム４のＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは送信されないことがある。
【０１０６】
ＰＣｅｌｌのサブフレーム７では、ＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは、同じ無線フレーム内のＰＣｅ
ｌｌのサブフレーム０及び１のＰＤＳＣＨに対して送信することができる。前の無線フレ
ームにおけるＰＣｅｌｌのサブフレーム９及び同じ無線フレームにおけるＰＣｅｌｌのサ
ブフレーム３はアップリンクサブフレームであるので、ＰＣｅｌｌのサブフレーム９及び
３に対するＰＤＳＣＨ用のＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは送信されない。また、ＳＣｅｌｌのサブ
フレーム９（各無線フレームにおける）、０及び１におけるＰＤＳＣＨ送信に対するＰＤ
ＳＣＨ Ａ／Ｎは、ＰＣｅｌｌのサブフレーム７で送信することができる。ＳＣｅｌｌの
サブフレーム３は、アップリンクサブフレームであるので、ＳＣｅｌｌのサブフレーム３
に対応するＰＤＳＣＨに対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは送信されない。ユーザ端末が半二重
モードであり、ＳＣｅｌｌのサブフレーム９がミューティングされる場合、ＳＣｅｌｌの
サブフレーム９に対応するＰＤＳＣＨに対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは、ＳＣｅｌｌのサブ
フレーム９がミュートされた状態にあるので送信されないことがある。ＳＣｅｌｌのサブ
フレーム９、０及び１におけるＰＤＳＣＨ送信に対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは、ＰＣｅｌ
ｌのサブフレーム７で送信することができる。
【０１０７】
図１０は、他の例としてＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が０、ＳＣｅｌｌのＴＤＤ 
ＵＬ－ＤＬ設定が１、基準ＴＤＤ設定が４の場合を図示する。基準ＴＤＤ設定が４の場合
、表２を参照すると、ｎ＝２のとき、Ｋ＝｛１２，８，７，１１｝であり、ｎ＝３のとき
、Ｋ＝｛６，５，４，７｝である。
【０１０８】
ＰＣｅｌｌにおいて、各無線フレームのサブフレーム２ではＰＣｅｌｌのサブフレーム０
、１、５のＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎが送信することができる。前の無線フレームにおけるＰＣ
ｅｌｌのサブフレーム４はアップリンクサブフレームであるので、ＰＣｅｌｌのサブフレ
ーム４に対するＰＤＳＣＨのＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは送信されない。また、各無線フレーム
におけるＰＣｅｌｌのサブフレーム２では、前のサブフレームにおけるＳＣｅｌｌのサブ
フレーム０、１、４及び５におけるＰＤＳＣＨ送信に対してＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎが送信さ
れてもよい。ユーザ端末が半二重モードであり、ＳＣｅｌｌのサブフレーム４がミューテ
ィングされる場合、ＳＣｅｌｌのサブフレーム４はミュートされているのでＳＣｅｌｌの
サブフレーム４に対応するＰＤＳＣＨに対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは送信されないことが
ある。
【０１０９】
各無線フレームにおけるＰＣｅｌｌのサブフレーム３では、前の無線フレームにおけるＰ
Ｃｅｌｌのサブフレーム６のＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信できる。無線フレームにおけるＰ
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Ｃｅｌｌのサブフレーム７、８及び９はアップリンクサブフレームであるので、ＰＣｅｌ
ｌのサブフレーム７、８及び９に対応するＰＤＳＣＨに対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは送信
されない。また、ＰＣｅｌｌのサブフレーム３では、前の無線フレームにおけるＳＣｅｌ
ｌのサブフレーム６及び９に対してＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信することができる。前の無
線フレームに対するＳＣｅｌｌのサブフレーム７及び８はアップリンクサブフレームであ
るので、ＳＣｅｌｌのサブフレーム７及び８に対応するＰＤＳＣＨに対するＰＤＳＣＨ 
Ａ／Ｎは送信されない。ユーザ端末が半二重モードであり、ＳＣｅｌｌのサブフレーム９
がミューティングされる場合、ＳＣｅｌｌのサブフレーム９に対応するＰＤＳＣＨに対す
るＰＤＳＣＨ Ａ／ＮはＳＣｅｌｌのサブフレームはミュートされているので送信されな
いことがある。
【０１１０】
図１１は、他の例として、ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が０、ＳＣｅｌｌのＴＤ
Ｄ ＵＬ－ＤＬ設定が１、基準ＴＤＤ設定が５の場合を図示する。基準ＴＤＤ設定が５の
場合、表２を参照すると、ｎ＝２のとき、Ｋ＝｛１３，１２，９，８，７，５，４，１１
，６｝である。
【０１１１】
各無線フレームにおけるＰＣｅｌｌのサブフレーム２では、前の無線フレームにおけるＰ
Ｃｅｌｌのサブフレーム０、１、５及び６のＰＤＳＣＨ送信に対応してＰＤＳＣＨ Ａ／
Ｎを送信することができる。前の無線フレームにおけるＰＣｅｌｌのサブフレーム９、３
、４、７及び８と前の無線フレームの直前の無線フレームにおけるＰＣｅｌｌのサブフレ
ーム９はアップリンクサブフレームであるので、ＰＣｅｌｌのサブフレーム９、３、４、
７又は８に対応するＰＤＳＣＨに対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは送信されない。また、各無
線フレームのＰＣｅｌｌのサブフレーム２では、前の無線フレームにおけるＳＣｅｌｌの
サブフレーム０、１、４、５及び６と、前の無線フレームの直前の無線フレームにおける
ＳＣｅｌｌのサブフレーム９とのＰＤＳＣＨ送信に対してＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信する
ことができる。前の無線フレームにおけるＳＣｅｌｌのサブフレーム３、７及び８はアッ
プリンクサブフレームであるので、ＳＣｅｌｌのサブフレーム３、７又は８に対応するＰ
ＤＳＣＨに対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは送信されない。ユーザ端末が半二重モードであり
、ＳＣｅｌｌのサブフレーム４及び９がミューティングされる場合、ＳＣｅｌｌのサブフ
レーム４及び９はミュートされているので、ＳＣｅｌｌのサブフレーム４又は９に対応す
るＰＤＳＣＨに対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは送信されないことがある。
【０１１２】
一方、本発明の他の実施形態によれば、ＰＣｅｌｌ及びＳＣｅｌｌの各々に対して独立的
にＨＡＲＱタイミングを適用することができる。
【０１１３】
図１２は、他の実施形態に係る送受信ポイントのＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎタイミングを設定す
る方法を図示するフローチャートである。
【０１１４】
図１２を参照すると、送受信ポイントのＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎタイミング設定方法は、ＰＣ
ｅｌｌと１つ以上のＳＣｅｌｌに対してＴＤＤ ＵＬ－ＤＬを設定するステップ（Ｓ１２
１０）、ＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信するＳＣｅｌｌの基準ＴＤＤ設定のアップリンクサブ
フレームを含むセットであることの条件を満たしている１つ以上のＳＣｅｌｌの基準ＴＤ
Ｄ設定が、ＰＣｅｌｌのアップリンクサブフレームを含むセットのサブセットであるかを
検索するステップ（Ｓ１２２０）、ＳＣｅｌｌの基準ＴＤＤ設定からユーザ端末に固有の
ＳＣｅｌｌの基準ＴＤＤ設定を選択するステップ（Ｓ１２３０）、及びユーザ端末に固有
のＳＣｅｌｌの基準ＴＤＤ設定をユーザ端末に送信するステップ（Ｓ１２４０）を含む。
【０１１５】
図１２を参照すると、送受信ポイントはＰＣｅｌｌとＳＣｅｌｌに設定された２つ以上の
異なるＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定を比較する（Ｓ１２１０）。以下、ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定
が１つのＰＣｅｌｌ及び１つのＳＣｅｌｌとの間で異なる場合を一例として説明するが、
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本発明の態様はこれに限定されない。
【０１１６】
次に、送受信ポイントが、ＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎに対するＳＣｅｌｌのＴＤＤ設定のアップ
リンクサブフレームを含むセットは動作においてＰＣｅｌｌのアップリンクサブフレーム
を含むセットのサブセットであることの条件を満たしている１つ以上のＳＣｅｌｌの基準
ＴＤＤ設定を検索する（Ｓ１２２０）。
【０１１７】
一例を挙げれば、ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が“１”であり、ＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定が“２”のとき、ＰＣｅｌｌのアップリンクサブフレームはサブフレーム番号が２
、３、７及び８である。表２を参照すると、ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が“１”のとき、サ
ブフレーム番号２、３、７及び８においてＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信することができ、Ｔ
ＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が“２”のとき、サブフレーム番号２又は７からＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎ
を送信することができ、ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が“４”のとき、サブフレーム番号２又
は３からＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信することができ、ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が“５”のと
き、サブフレーム番号２からＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信することができる。したがって、
ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定１、２、４及び５はＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定とすることができ
る。
【０１１８】
他の例を挙げれば、ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が“２”であり、ＳＣｅｌｌの
ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が“１”のとき、ＰＣｅｌｌでアップリンクサブフレームはサブ
フレーム番号が２又は７である。表２を参照すると、ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が“２”の
とき、サブフレーム番号２又は７からＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信することができ、ＴＤＤ 
ＵＬ－ＤＬ設定が“５”のとき、サブフレーム番号２からＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信する
ことができる。したがって、ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定２及び５はＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設
定とすることができる。
【０１１９】
送受信ポイントは、Ｓ１２３０の動作において、１つ以上のＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定か
らユーザ端末に固有のＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定を選択する。
【０１２０】
ステップＳ１２２０で検索された１つ以上のＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定がＳＣｅｌｌのＴ
ＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定を含むとき、ユーザ端末に固有のＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定はＳＣ
ｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定となりえる。例えば、ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設
定が“１”であり、ＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が“２”のとき、ＳＣｅｌｌ基
準ＴＤＤ設定はＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が１、２、４又は５であってもよく、ユーザ端末
に固有のＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定はＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定である２とな
ることができる。一般的には、ＰＣｅｌｌのアップリンクサブフレームがＳＣｅｌｌのＰ
ＤＳＣＨ Ａ／Ｎ送信サブフレームを含む場合、ユーザ端末に固有のＳＣｅｌｌ基準ＴＤ
Ｄ設定はＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定とすることができる。
【０１２１】
ステップＳ１２２０で検索された１つ以上のＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定がＳＣｅｌｌのＴ
ＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定を含まないとき、送受信ポイントは所定の処理に従ってユーザ端末
に固有のＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定を選択することができる。例えば、該当ユーザ端末の
チャンネル環境がよくない場合、送受信ポイントはできる限り多いＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎタ
イミングを有するＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定を選択し、該当ユーザ端末のチャンネル環境
が良い場合、送受信ポイントはできる限り少ないＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎタイミングを有する
ＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定を選択することができる。ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設
定が“２”であり、ＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が“１”のとき、ＳＣｅｌｌ基
準ＴＤＤ設定はＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定２及び５であることがあり、送受信ポイントはこ
のうちから１つを選択することができる。
【０１２２】
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そして、送受信ポイントはユーザ端末に固有のＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定をユーザ端末に
送信する（Ｓ１２４０）。
【０１２３】
送受信ポイントからユーザ端末に送信される情報はＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定の値とする
ことができる。または、送受信ポイントからユーザ端末に送信される情報はＰＣｅｌｌ又
はＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定からＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定のオフセットとす
ることができる。または、送受信ポイントからユーザ端末に送信される情報は１つ以上の
ＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定のうち、ユーザ端末に固有のＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定のイン
デックスとすることができる。
【０１２４】
図１３は、本発明の一実施形態に係るユーザ端末のＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎ送信方法を図示す
る。
【０１２５】
図１３を参照すると、ユーザ端末のＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎ送信方法は、送受信ポイントから
ＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定情報を受信するステップ（Ｓ１３１０）、及びＰＣｅｌｌの場
合、ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定に従って、そしてＳＣｅｌｌの場合、ＳＣｅｌ
ｌの基準ＴＤＤ設定に従って定まったサブフレームにＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信するステ
ップ（Ｓ１３２０）を含む。
【０１２６】
ユーザ端末はＣＡ環境でＰＣｅｌｌ及びＳＣｅｌｌが設定されており、システム情報（Ｓ
Ｉ）又はＲＲＣのような上位階層シグナリングを通じてＰＣｅｌｌ及びＳＣｅｌｌのＴＤ
Ｄ ＵＬ－ＤＬ設定を有している状態である。
【０１２７】
ユーザ端末は、Ｓ１３１０の動作で、送受信ポイントからＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定情報
を受信する。ＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定情報は、ＲＲＣ又はＰＤＣＣＨを介して送信され
る。
【０１２８】
ＰＣｅｌｌの場合、ユーザ端末はＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定及び表２に基づい
てＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信するＰＣｅｌｌのアップリンクサブフレーム（タイミング）
を決定し、そのサブフレームにＰＣｅｌｌのＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信する。ＳＣｅｌｌ
の場合、ユーザ端末はＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定及び表２に基づいてＰＤＳ
ＣＨ Ａ／Ｎを送信するＰＣｅｌｌのアップリンクサブフレーム（タイミング）と、Ｓ１
３２０の動作において定義されたアップリンクサブフレームにおけるＳＣｅｌｌのＰＤＳ
ＣＨ Ａ／Ｎ送信とを決定する。
【０１２９】
一例として、ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が０であり、ＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ
－ＤＬ設定が１の場合を仮定する。このような場合、ＰＣｅｌｌのＵＬ－ＤＬ構成は‘Ｄ
ＳＵＵＵＤＳＵＵＵ’であり、ＳＣｅｌｌのＵＬ－ＤＬ構成は‘ＤＳＵＵＤＤＳＵＵＤ’
であり、サブフレーム４及び９は競合するサブフレームである。このような場合、ＳＣｅ
ｌｌ基準ＴＤＤ設定は０、１、２、３、４、５及び６のうちの１つであり得る。この例に
よれば、ＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定はＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定と同一の１で
あることができる。
【０１３０】
図１４は、ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が０、ＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設
定が１、ＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定が１の場合を図示する。
【０１３１】
ＰＣｅｌｌの場合、ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定に従うので、各無線フレームに
おけるＰＣｅｌｌのサブフレーム６におけるＰＤＳＣＨ送信に対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎ
は、次の無線フレームにおけるＰＣｅｌｌのサブフレーム２において送信することができ
、各無線フレームにおけるＰＣｅｌｌのサブフレーム０におけるＰＤＳＣＨ送信に対する
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ＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは、同じ無線フレームにおけるＰＣｅｌｌのサブフレーム４において
送信することができ、各無線フレームにおけるＰＣｅｌｌのサブフレーム１におけるＰＤ
ＳＣＨ送信に対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは、同じ無線フレームにおけるＰＣｅｌｌのサブ
フレーム７において送信することができ、及び各無線フレームにおけるＰＣｅｌｌのサブ
フレーム５におけるＰＤＳＣＨ送信に対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは、同じ無線フレームに
おけるＰＣｅｌｌのサブフレーム９において送信することができる。
【０１３２】
ＳＣｅｌｌの場合、ＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定に従うので、各無線フレームにおけるＳＣ
ｅｌｌのサブフレーム５及び６におけるＰＤＳＣＨ送信に対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは、
次の無線フレームにおけるＰＣｅｌｌのサブフレーム２において送信することができ、各
無線フレームにおけるＳＣｅｌｌのサブフレーム９におけるＰＤＳＣＨ送信に対するＰＤ
ＳＣＨ Ａ／Ｎは、次の無線フレームにおけるＰＣｅｌｌのサブフレーム３において送信
することができ、各無線フレームにおけるＳＣｅｌｌのサブフレーム０又は１におけるＰ
ＤＳＣＨ送信に対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは、同じ無線フレームにおけるＰＣｅｌｌのサ
ブフレーム７において送信することができ、及び各無線フレームにおけるＰＣｅｌｌのサ
ブフレーム４におけるＰＤＳＣＨ送信に対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは、同じ無線フレーム
におけるＰＣｅｌｌのサブフレーム８において送信することができる。
【０１３３】
他の例として、ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が１であり、ＳＣｅｌｌのＴＤＤ Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定が０の場合を仮定する。このような場合、ＰＣｅｌｌのＵＬ－ＤＬ構成は‘
ＤＳＵＵＤＤＳＵＵＤ’であり、ＳＣｅｌｌのＵＬ－ＤＬ構成は‘ＤＳＵＵＵＤＳＵＵＵ
’であり、サブフレーム４及び９は競合するサブフレームである。このような場合、ＳＣ
ｅｌｌ基準ＴＤＤ設定は１、２、４及び５のうちの１つとすることができる。
【０１３４】
図１５は、一例として、ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が１、ＳＣｅｌｌのＴＤＤ 
ＵＬ－ＤＬ設定が０、ＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定が２の場合を図示する。
【０１３５】
ＰＣｅｌｌの場合、ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定に従うので、ＰＣｅｌｌで、各
無線フレームにおけるＰＣｅｌｌのサブフレーム５及び６におけるＰＤＳＣＨ送信に対す
るＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは、次の無線フレームにおけるＰＣｅｌｌのサブフレーム２におい
て送信することができ、各無線フレームにおけるＰＣｅｌｌのサブフレーム９におけるＰ
ＤＳＣＨ送信に対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは、次の無線フレームにおけるＰＣｅｌｌのサ
ブフレーム３において送信することができ、各無線フレームにおけるＰＣｅｌｌのサブフ
レーム０又は１におけるＰＤＳＣＨ送信に対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは、同じ無線フレー
ムにおけるＰＣｅｌｌのサブフレーム７において送信することができ、各無線フレームに
おけるＰＣｅｌｌのサブフレーム４におけるＰＤＳＣＨ送信に対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎ
は、同じ無線フレームにおけるＰＣｅｌｌのサブフレーム８において送信することができ
る。
【０１３６】
ＳＣｅｌｌの場合、ＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定に従う。ＰＣｅｌｌで、各無線フレームの
ＳＣｅｌｌのサブフレーム５及び６におけるＰＤＳＣＨ送信に対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎ
は、次の無線フレームのＰＣｅｌｌにおけるサブフレーム２において送信することができ
る。ＳＣｅｌｌのサブフレーム４及び８はアップリンクサブフレームであるので、ＳＣｅ
ｌｌのサブフレーム４又は８に対するＰＤＳＣＨ設定に対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは送信
されない。各無線フレームのＳＣｅｌｌのサブフレーム０及び１におけるＰＤＳＣＨ送信
に対するＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは、同じ無線フレームのＰＣｅｌｌのサブフレーム７におい
て送信することができる。ＳＣｅｌｌのサブフレーム９及び３はアップリンクサブフレー
ムであるので、ＳＣｅｌｌのサブフレーム９及び３のＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎは送信されない
。
【０１３７】
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図１６は、一実施形態に係る送受信ポイントの構成を示す図である。
【０１３８】
図１６を参照すると、送受信ポイント１６００は、制御部１６１０、送信部１６２０、及
び受信部１６３０を含む。
【０１３９】
制御部１６１０は、ユーザ端末に固有の基準ＴＤＤ設定又はＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定を
選択する。ユーザ端末と送受信ポイントは、ＰＣｅｌｌ及びＳＣｅｌｌを含む複数のＣＣ
を用いて通信するＣＡ技術を利用し、ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定とＳＣｅｌｌ
のＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定とが互いに異なるとき、制御部１６１０はそのユーザ端末がＰ
Ｃｅｌｌを通じてＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信するタイミングを決定する基準ＴＤＤ設定又
はＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定を選択する。
【０１４０】
制御部１６１０は、ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定及びＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－
ＤＬ設定と表３を用いて１つ以上の基準ＴＤＤ設定を探し出す。または、図６を参照して
前述したＳ６１０からＳ６３０の動作を通じて１つ以上の基準ＴＤＤ設定を探すことも可
能である。または、制御部１６１０はＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて１
つ以上のＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定を探し出す。
【０１４１】
制御部１６１０は、ユーザ端末のチャンネル環境、地理的な位置、他の情報、又は信号の
アップリンク送信タイミングなどを考慮して１つ以上の基準ＴＤＤ設定又はＳＣｅｌｌ基
準ＴＤＤ設定のうち、ユーザ端末に固有の基準ＴＤＤ設定又はＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定
を選択する。
【０１４２】
送信部１６２０は、制御部１６１０により選択されたユーザ端末に固有の基準ＴＤＤ設定
又はＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定に対する情報をユーザ端末に送信する。ユーザ端末への送
信はＲＲＣ又はＰＤＣＣＨを介して実行できる。
【０１４３】
そして、受信部１２３０はユーザ端末からＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを含むアップリンク制御情
報（ＵＣＩ）を受信することができる。
【０１４４】
図１７は、本発明の一実施形態に係るユーザ端末の構成を示すブロック図である。
【０１４５】
図１７を参照すると、ユーザ端末１７００は、制御部１７１０、送信部１７２０、及び受
信部１７３０を含む。
【０１４６】
図１７において、ユーザ端末１７００は送受信ポイントとＰＣｅｌｌ及びＳＣｅｌｌを含
む複数のＣＣを用いて通信するＣＡ技術を利用する。ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設
定とＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定とは互いに異なっていてもよい。
【０１４７】
受信部１７３０は、送受信ポイントからＲＲＣ又はＰＤＣＣＨを介して基準ＴＤＤ設定情
報又はＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定情報を受信する。
【０１４８】
制御部１７１０は、受信された基準ＴＤＤ設定情報又はＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定情報か
らＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信するサブフレーム（タイミング）及び各サブフレームから送
信されるＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎのダウンリンクサブフレームに対する情報を抽出する。この
ような情報は受信した基準ＴＤＤ設定情報又はＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定情報及び表２を
用いて抽出できる。
【０１４９】
受信部１７３０がＰＤＳＣＨを受信するとき、制御部１７１０はＰＤＳＣＨの受信成功／
失敗（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）信号を生成し、送信部１７２０が生成されたＰＤＳＣＨのＡ／
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Ｎが送信されることと予定されたサブフレーム（タイミング）にＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を
、ＰＣｅｌｌを通じて送信するように制御する。
【０１５０】
前述した実施形態は、送受信ポイントが１つ以上の可能な基準ＴＤＤ設定のうち、ユーザ
端末に固有の基準ＴＤＤ設定又はＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定を選択し、選択情報をユーザ
端末に送信することをのべている。
【０１５１】
しかしながら、送受信ポイント及びユーザ端末の各々が予め共通に定義された規則により
１つ以上の可能な基準ＴＤＤ設定又はＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定のうち、ユーザ端末に固
有の基準ＴＤＤ設定又はＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定を選択することも可能である。このよ
うな場合、基準ＴＤＤ設定情報又はＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定情報は送受信ポイントとユ
ーザ端末との間で送信されないことがある。
【０１５２】
または、１つ以上の可能な基準ＴＤＤ設定又はＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定のうち、１つの
みが含まれたテーブルを予め構成することも可能である。即ち、１つ以上の可能な基準Ｔ
ＤＤ設定又はＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定のうち、どれが使われるかは予め構成されること
も可能である。例えば、表３でＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が０であり、ＳＣｅ
ｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が１の場合、基準ＴＤＤ設定には１、２、４及び５が可能
であることが示されるが、送受信ポイント及びユーザ端末が備えるテーブルには可能な値
のうち、予め構成された１つの値のみ示すことができる。このような場合、基準ＴＤＤ設
定情報は送受信ポイントとユーザ端末との間で伝達されないことがある。
【０１５３】
または、ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定とＳＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定とが
互いに異なる場合、基準ＴＤＤ設定又はＳＣｅｌｌ基準ＴＤＤ設定には、特定値（例えば
、ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定５）を用いることを事前に定義することができる。このような
場合、基準ＴＤＤ設定情報は送受信ポイントとユーザ端末との間で伝達されないことがあ
る。
【０１５４】
前述した例示的な実施形態は、ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定及び１つのＳＣｅｌ
ｌのＵＬ－ＤＬ設定、即ち２つのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が互いに異なる場合について説
明した。
【０１５５】
一方、ＰＣｅｌｌのＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定及び複数のＳＣｅｌｌのＵＬ－ＤＬ設定、即
ち３個以上のＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定が互いに異なる場合も考慮することができる。
【０１５６】
このような場合、送受信ポイントは上記のように図６のＳ６１０の動作における３以上の
ＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設定を比較し、Ｓ６２０の動作において３以上のＴＤＤ ＵＬ－ＤＬ設
定から１つ以上の共通するアップリンクサブフレームを検索し、ＰＤＳＣＨ送信に対する
基準ＴＤＤ設定のアップリンクサブフレームを含むセットであるという条件を満たす１つ
以上の基準ＴＤＤ設定はＳ６３０の動作において共通するアップリンクサブフレームを含
むセットのサブセットであると定義する。送受信ポイント及び／又はユーザ端末は、上記
で述べた動作によって得られた結果を示すテーブルを予め含むことができる。さらに、共
通するアップリンクサブフレームは、それぞれＰＣｅｌｌとＳＣｅｌｌの間の共通するア
ップリンクサブフレームを検索することによって得ることができ、ＰＣｅｌｌ及びＳＣｅ
ｌｌとの間の共通のアップリングサブフレームは対応するＳＣｅｌｌに対して適用するこ
とができる。
【０１５７】
また、ＰＤＳＣＨのために３以上のＣＣから受信し、ユーザ端末は、送受信ポイント又は
予め定義されたユーザ端末から受信した基準ＴＤＤ設定上のＰＣｅｌｌのアップリンクサ
ブフレームを通してＰＤＳＣＨ Ａ／Ｎを送信することができる。
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